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▲教区内有志の方々により仏華を立て荘厳された尊前

　

本
年
４
月
９
日
に
ご
本
山
で
お
迎
え

す
る
「
親
鸞
聖
人
７
５
０
回
大
遠
忌
法

要
」
へ
向
け
、
全
国
の
各
別
院
、
教
堂

に
お
い
て
も
法
要
が
次
々
と
勤
修
さ
れ

る
中
、
本
願
寺
備
後
教
堂
で
は
昨
年
の

11
月
29
日
～
30
日
に
大
遠
忌
法
要
を
盛

大
に
勤
修
し
た
。

　

特
に
今
年
度
は
節
目
の
法
要
と
い
う

こ
と
で
、
備
後
教
区
布
教
団
の
協
力
の

も
と
、
29
日
は
藤
井
義
英
師
（
比
婆
組

西
教
寺
住
職
）、
那
須
英
信
師
（
沼
隈

南
組
善
正
寺
住
職
）、
30
日
は
山
下
義

円
師
（
奥
組
浄
福
寺
住
職
）
の
各
副
団

長
に
お
取
次
ぎ
い
た
だ
い
た
。

　

法
要
で
は
両
日
と
も
朝
席
は
宗
祖
讃

仰
作
法
、
昼
席
は
宗
祖
讃
仰
作
法
音
楽

法
要
を
依
用
。
三
尊
の
灯
明
に
は
大
遠

忌
記
念
事
業
「
安
穏
灯
火
リ
レ
ー
」（
教

区
報
前
号
記
載
）
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ

れ
た
「
常
灯
明
」
が
と
も
さ
れ
、
備
後

雅
楽
会
の
奏
楽
に
よ
り
教
堂
責
任
役

員
、
組
長
及
び
組
長
代
理
が
出
勤
。
宮

川
宏
生
教
務
所
長
の
導
師
の
も
と
、
盛

大
に
勤
修
さ
れ
た
。
29
日
昼
席
に
は
、

予
て
よ
り
募
集
し
て
い
た
有
志
の
讃
歌

衆
に
音
楽
法
要
を
盛
り
立
て
て
い
た
だ

き
、30
日
に
は
お
馴
染
み「
ボ
ー
モ
リ
ー

ズ
」
が
コ
ー
ラ
ス
を
披
露
し
、
音
楽
法

要
で
は
讃
歌
衆
と
し
て
参
加
し
て
い
た

だ
い
た
。
特
に
コ
ー
ラ
ス
の
歌「
念
仏
」

は
参
拝
者
の
心
を
掴
ん
だ
よ
う
だ
。

　

ま
た
、
参
拝
者
の
目
を
魅
了
し
た
の

は
各
尊
前
を
荘
厳
し
た「
仏
華
」で
あ
っ

た
。
本
願
寺
開
明
社
の
「
花
新
」
よ
り

水
本
俊
雄
さ
ん
指
導
の
も
と
、
勤
式
指

導
員
（
杉
原
顕
正
住
職
）、
有
志
方
々

の
ご
協
力
を
得
な
が
ら
、
４
日
間
か
け

て
大
遠
忌
に
ふ
さ
わ
し
い
仏
華
を
立
て

て
い
た
だ
い
た
。

　

例
年
の
報
恩
講
は
一
年
で
最
も
大
事

な
法
要
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い

が
、
こ
の
「
大
遠
忌
法
要
」
は
、
50
年

に
一
度
の
特
別
な
法
要
で
あ
る
。
２
日

間
に
わ
た
っ
て
勤
修
し
延
べ

200
名
を
越

え
る
参
拝
を
い
た
だ
い
た
。
本
願
寺
で

行
わ
れ
る
「
親
鸞
聖
人
７
５
０
回
大
遠

忌
法
要
」
へ
向
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
思

い
が
深
ま
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
宗
祖
を

慕
い
、
ぜ
ひ
皆
で
本
山
へ
お
参
り
し
た

い
。

　

ま
た
、
今
回
の
法
要
に
併
せ
て
住
職

在
職
30
年
表
彰
、
50
年
表
彰
、
90
歳
僧

侶
表
彰
が
執
り
行
わ
れ
た
。
表
彰
者
は

次
の
通
り
。（
敬
称
略
）

▲副団長３名が出講

備
後
教
堂

　
   

親
鸞
聖
人
７
５
０
回
大
遠
忌
法
要
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小
、
中
学
生
も
一
緒
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　

神 

石 

組

　
神
石
組
（
柏
原
隆
祥
組
長
）
で
は
10

月
30
日
正
光
寺
（
和
泉
晃
仁
住
職
）
を

会
所
に
、
神
石
組
親
鸞
聖
人
７
５
０
回

大
遠
忌
お
待
ち
受
け
法
要
が
勤
修
さ
れ

▲御調東組お待ち受け法要より

▲神石組お待ち受け法要より

　
雅
楽
の
音
色
と
と
も
に
　

　
　
　
　
　
　
　

        

御
調
東
組

　

11
月
14
日
、
晴
天
に
恵
ま
れ
た
中
、

御
調
東
組
（
金
岡
親
量
組
長
）
で
は
福

善
寺
（
大
田
垣
聖
圓
住
職
）
を
会
所
と

し
て
親
鸞
聖
人
７
５
０
回
大
遠
忌
お
待

ち
受
け
法
要
を
開
催
し
、
総
勢
約
700
名

が
集
っ
た
。

　

隣
寺
の
浄
泉
寺（
遊
亀
山
清
照
住
職
）

か
ら
稚
児
行
列
が
出
発
し
、
備
後
雅
楽

会
の
奏
で
る
雅
楽
の
音
色
と
と
も
に
、

衣
装
を
着
け
化
粧
を
さ
れ
た
稚
児
た
ち

約
60
名
が
福
善
寺
へ
と
参
進
し
た
。
法

住
職
在
職
30
年
表
彰

　

比　

婆
組　

禅
仏
寺　

矢
田
谷
昭
雄

　

比　

婆
組　

在
安
寺　

渡
辺　

義
宣

　

三　

次
組　

西
善
寺　

小
武　

正
教

　

御
調
西
組　

専
福
寺　

龍
山　

俊
暁

住
職
在
職
50
年
表
彰

　

御
調
東
組　

浄
泉
寺　

遊
亀
山
清
照

90
歳
僧
侶
表
彰

　

備
中
里
組　

浄
心
寺　

吉
岡　

淳
雄

　

沼
隈
西
組　

万
福
寺　

河
村　

祐
玄

　

沼
隈
南
組　

寶
福
寺　

延
廣　

栄
昌

　

世　

羅
組　

善
仁
寺　

政
兼　

弘
祐

　

世　

羅
組　

善
正
寺　

平
田　

芳
真

　

世　

羅
組　

善
正
寺　

福
光　

恵

　

比　

婆
組　

西
教
寺　

藤
井　

澄
江

　

三　

次
組　

善
照
寺　

安
部　

恭

　

世　

羅
組　

善
行
寺　

真
澄
千
代
子

各
組
お
待
ち
受
け
法
要

要
で
は
、組
内
住
職
が
礼
装
第
一
種（
七

条
・
色
衣
・
袴
）
に
て
出
勤
し
、
大
田

垣
聖
円
住
職
導
師
の
も
と
「
宗
祖
讃
仰

作
法
音
楽
法
要
」を
勤
修
。
特
に
和
讃
・

念
仏
の
箇
所
で
は
、
有
志
の
讃
歌
衆
た

ち
が
法
要
を
盛
り
立
て
た
。

　

引
き
続
き
記
念
式
典
で
は
宮
川
宏
生

教
務
所
長
が
総
長
祝
辞
を
披
露
。
記
念

法
話
で
は
、
上
山
大
峻
元
龍
谷
大
学
学

長
が
金
子
み
す
ず
さ
ん
の
生
涯
を
通
し

て
分
か
り
や
す
く
お
取
次
ぎ
さ
れ
、
御

調
東
組
50
年
に
一
度
の
大
法
要
が
盛
大

に
勤
ま
っ
た
。

た
。
午
前
中
に
帰
敬
式
が
行
わ
れ
、
午

後
か
ら
「
宗
祖
讃
仰
作
法
音
楽
法
要
」

を
お
勤
め
し
た
。
法
要
の
前
、
讃
嘆
衆

の
練
習
を
急
遽
、
本
堂
で
し
て
い
た
だ

き
、
普
段
聴
く
こ
と
の
少
な
い
雅
楽
の

音
色
を
楽
し
ん
だ
。
こ
の
法
要
に
は
、

小
、
中
学
生
が
献
灯
・
献
華
・
献
香
で

入
堂
し
て
、
そ
の
ま
ま
一
緒
に
お
勤
め

を
し
た
が
、
こ
の
法
要
の
た
め
に
夏
休

み
、
神
石
組
で
行
っ
た
サ
マ
ー
ス
ク
ー

ル
で
は
音
楽
法
要
を
お
勤
め
し
て
い

た
。

　

続
い
て
、
本
堂
で
は
本
願
寺
派
布
教

使
の
加
藤
一
英
師
（
安
芸
教
区
浄
泉
寺

住
職
）
に
よ
る
記
念
法
話
を
、
会
館
で

は
キ
ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
紙
芝
居

を
大
型
テ
レ
ビ
に
出
力
し
て
読
み
聞
か

せ
、
親
鸞
聖
人
の
生
涯
を
そ
れ
ぞ
れ
お

聴
聞
い
た
だ
い
た
。
最
後
に
、
本
堂
に

て
藤
本
健
次
先
生
（
福
山
奇
術
ク
ラ
ブ

会
長
）
の
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
で
子
ど
も

か
ら
大
人
ま
で
楽
し
ん
だ
。

　「
法
要
後
の
み
ん
な
の
笑
顔
が
一
番

印
象
に
残
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
で
す

ね
。」
と
佐
武
晃
正
実
行
委
員
長
（
光

福
寺
住
職
）
は
新
た
な
始
ま
り
を
語
ら

れ
た
。
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第
４
連
区
（
中
・
四
国
地
区
）
の
第
９
回
仏
教
壮
年
会
員
研
修
会
が
、備
後
教
区
仏
教
壮
年
連
盟
（
石

井
輝
美
理
事
長
）
の
担
当
開
催
の
も
と
10
月
23
日
と
24
日
、
福
山
市
内
の
「
ア
ル
セ
」
を
会
場
に
開
か

れ
た
。
テ
ー
マ
は
「
は
じ
め
た
ば
か
り
の
浄
土
真
宗
」
で
講
師
に
は
相
愛
大
学
の
釈
徹
宗
教
授
（
大
阪

教
区
如
来
寺
住
職
）を
迎
え
た
。
参
加
者
は
200
名
を
超
え
、盛
会
裡
の
中
に
も
意
義
深
い
研
修
会
と
な
っ

た
。
次
回
の
担
当
開
催
は
13
年
後
と
い
う
研
修
会
だ
け
に
、
携
わ
っ
た
会
員
も
次
は
な
い
と
い
う
思
い

が
あ
っ
た
の
か
、
結
束
力
に
満
ち
あ
ふ
れ
、
つ
な
が
り
と
い
う
大
き
な
成
果
を
残
し
た
研
修
と
な
っ
た
。

以
下
、
研
修
会
開
催
ま
で
を
ふ
り
返
っ
て
み
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
文
責
・
教
区
報
専
門
委
員
）

▲各教区が独自に出し物をして盛り上がる懇親会

　

◀
熱
っ
ぽ
く
語
り
か
け
る
当
教
区
の
石
井
輝
美
理
事
長

◆クローズアップ ビンゴ

　

厳
し
い
現
況
の
中
で
実
行
委　

　

同
連
盟
を
所
掌
し
て
い
る
教
区
基
推

の
門
信
徒
部
会
（
小
島
照
行
部
長
）
で

は
こ
の
研
修
会
を
新
た
な
単
位
仏
壮
の

結
成
や
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
く
た
め

の
研
修
会
に
な
れ
ば
、
と
い
う
位
置
づ

け
を
し
て
い
た
。
実
際
問
題
と
し
て
、

仏
教
壮
年
会
は
２
０
０
８
年
度
に
や
っ

と
全
国
組
織
が
出
来
た
ば
か
り
。
備
後
教
区
に
お
い
て
も
単

位
会
が
60
単
位
、
組
連
盟
は
４
組
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
現
状

で
あ
る
。

　

会
員
同
士
も
年
一
回
の
研
修
会
と
総
会
程
度
で
そ
れ
ほ
ど

深
い
親
交
は
な
い
。
そ
ん
な
中
で
200
名
近
い
人
々
を
集
め
て

本
当
に
研
修
会
が
出
来
る
の
だ
ろ
う
か
、
と
い
う
危
惧
す
る

声
も
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
中
、
昨
年
末
か
ら
準
備
会
議
を
２

度
開
催
し
、
今
年
６
月
に
実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
た
。
一

泊
２
日
と
い
う
日
程
で
の
会
員
の
動
員
や
受
け
入
れ
態
勢
な

結
束
を
生
み
出
し
、
つ
な
が
り
の
成
果
へ

中
・
四
国
仏
壮
会
員
研
修
会
を
振
り
返
っ
て
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ど
不
安
の
中
で
の
ス
タ
ー
ト
だ
っ
た
。

　

原
点
を
見
直
し
テ
ー
マ
を
設
定

　

講
師
は
早
く
か
ら
決
ま
っ
て
い
た

が
、
何
を
研
修
す
る
の
か
、
定
か
で
は

な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
中
で
「
私
た
ち

は
日
頃
、
お
寺
に
縁
が
あ
る
方
だ
が
、

実
際
問
題
と
し
て
浄
土
真
宗
を
ど
の
程

度
理
解
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
」
と
い

う
疑
問
の
声
も
出
さ
れ
た
。
そ
こ
で
決

定
し
た
の
が
研
修
テ
ー
マ
の
「
は
じ
め

た
ば
か
り
の
浄
土
真
宗
」
で
あ
る
。
も

う
一
度
、
原
点
に
か
え
っ
て
み
よ
う
と

い
う
方
向
性
で
実
行
委
員
が
ま
と
ま
っ

て
い
っ
た
。

　

研
修
が
近
づ
く
に
連
れ
て
「
駐
車
場

の
お
世
話
は
私
の
と
こ
ろ
の
会
員
が
で

ま
す
」「
司
会
を
や
り
ま
し
ょ
う
」「
お

つ
と
め
を
お
願
い
し
ま
す
」
な
ど
な

ど
、
次
か
ら
次
へ
役
職
が
決
ま
っ
て
い

く
。
そ
こ
に
は
も
う
お
寺
や
組
と
い
っ

た
壁
は
感
じ
ら
れ
な
い
。
共
に
仏
教
壮

年
と
い
う
感
じ
で
あ
っ
た
。
研
修
を
成

功
さ
せ
よ
う
と
委
員
の
気
持
ち
が
一
つ

に
な
っ
た
成
果
で
あ
ろ
う
。

　

こ
う
し
た
研
修
会
を
開
催
す
る
こ
と

で
生
ま
れ
た
会
員
同
士
の「
つ
な
が
り
」

は
研
修
内
容
の
中
に
も
表
わ
れ
た
。
講

師
の
釈
教
授
を
囲
ん
で
の
全
体
協
議
会

で
「
14
年
間
仏
壮
会
員
と
し
て
活
動
し

て
い
る
。
会
員
を
増
や
せ
、
仲
間
を
増

や
せ
、
と
よ
く
言
わ
れ
る
が
何
を
す
る

の
か
」
と
い
う
素
直
な
質
問
が
出
さ
れ

た
の
も
そ
の
表
れ
で
あ
ろ
う
。
そ
の
協

議
会
は
休
憩
時
間
も
取
ら
な
い
ほ
ど
意

見
が
出
さ
れ
、
約
１
時
間
半
、
内
容
の

濃
い
研
修
と
な
っ
た
。

　

釈
教
授
の
ま
と
め
に
う
な
ず
き

　

特
に
講
師
の
釈
教
授
の
お
寺
に
は
社

会
と
は
違
う
価
値
を
共
有
す
る
時
間
を

「
仲
間
を
増
や
し
て
何
を
す
る
の
か
」
素
直
な
疑
問

も
つ
こ
と
が
で
き
、
そ
こ
か
ら
つ
な
が

り
が
生
ま
れ
、
共
存
・
共
有
な
ど
の
考

え
方
が
生
ま
れ
て
く
る
、
な
ど
と
し
た

ま
と
め
に
多
く
の
参
加
者
が
う
な
ず
い

て
い
た
。

　

研
修
を
終
え
て
反
省
会
で
は
、
成
功

の
手
応
え
か
、
教
区
内
の
研
修
会
で
も

も
っ
と
会
員
同
士
が
つ
な
が
り
の
で
き

る
も
の
に
し
て
い
き
た
い
と
い
う
意
見

が
集
中
し
て
い
た
。
そ
の
意
味
で
今
回

の
中
・
四
国
研
修
会
は
教
区
仏
教
壮
年

に
と
っ
て
新
た
な
始
ま
り
の
第
一
歩
で

あ
っ
た
よ
う
に
思
え
た
。
同
時
に
僧
侶

側
が
考
え
る
以
上
に
門
信
徒
側
で
の
横

の
つ
な
が
り
を
求
め
て
い
る
こ
と
を
実

感
さ
せ
た
研
修
会
で
あ
っ
た
。

▲結束した運営委員会のメンバー

▲美しい歌声で研修に花を添えたボーモリーズ

▲講師の釈徹宗教授
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龍
谷
大
学
創
立
３
７
０
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、
仏
教
の
誕
生
か
ら
ア
ジ
ア
へ
の
展
開
、
そ
し
て
現
代
仏
教
へ

の
つ
な
が
り
を
紹
介
す
る
他
に
例
の
な
い
仏
教
総
合
博
物
館
「
龍
谷
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
が
本
山
本
願
寺
の
正
面
に
そ
の

威
容
を
表
わ
し
た
。
大
遠
忌
法
要
が
始
ま
る
４
月
に
オ
ー
プ
ン
す
る
。
そ
こ
で
、
中
央
ア
ジ
ア
史
を
専
門
と
す
る
初
代

館
長
に
就
任
し
た
宮
治
昭
館
長
を
訪
ね
て
み
た
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
文
責
・
教
区
報
専
門
委
）

「
龍
谷
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
宮
治
昭
　 

に
聞
く

龍谷ミュージアム

 宮
み や じ

治　昭
あきら

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
・
ベ
ゼ
ク
リ
ク
石
窟
寺
院
の
大
回
廊
を
復
元

龍
谷
大
学
創
立
３
７
０
周
年
記
念
事
業
の
一
環

初
代

館
長

初代
館長

▼中国・新疆ウイグル自治区トルファンにある「ベゼクリク石窟寺院」
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他
に
例
の
な
い
仏
教
総
合
博
物
館

　

龍
谷
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は
本
願
寺
派
か

ら
無
償
貸
与
さ
れ
た
旧
本
願
寺
会
館
と

旧
本
願
寺
同
朋
セ
ン
タ
ー
の
跡
地
約

１
，
６
７
２
平
方
㍍
に
地
上
３
階
、
地

下
一
階
の
建
物
。
延
べ
床
面
積
は
４
、

４
１
２
・
６
５
平
方
㍍
。「
延
べ
床
面
積

で
い
え
ば
こ
れ
ま
で
の
私
立
大
学
が
開

設
す
る
博
物
館
と
し
て
は
天
理
大
、
川

崎
医
科
大
、
日
本
工
業
大
に
つ
い
で
４

番
目
で
、
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
す
」
と
宮

治
館
長
。

　

な
ん
と
い
っ
て
も
こ
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
の
目
玉
は
龍
谷
大
学
古
典
籍
デ
ジ
タ

ル
ア
ー
カ
イ
ブ
セ
ン
タ
ー
の
協
力
に
よ

る
中
国
・
新
彊
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
ト
ル

フ
ァ
ン
の
ベ
ゼ
ク
リ
ク
石
窟
寺
院
の
大

回
廊
壁
画
の
原
寸
大
（
高
さ
３
・
５
㍍
、

長
さ
約
15
㍍
）
復
元
で
あ
る
。「
ベ
ゼ

ク
リ
ク
」
と
は
ウ
イ
グ
ル
語
で
「
美
し

く
飾
っ
た
と
こ
ろ
」
と
い
う
意
味
が
あ

る
。
宮
治
館
長
は
「
今
、
若
い
人
た
ち

の
間
で
仏
像
ブ
ー
ム
が
あ
る
よ
う
で
す

が
、
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
に
行
け
な
く
て
も

体
感
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
で
す
。
仏
教
と

い
う
の
は
も
っ
と
も
っ
と
楽
し
い
し
、

面
白
い
、
と
い
う
よ
う
な
感
覚
を
も
っ

て
い
た
だ
い
て
仏
教
と
向
き
合
う
場
所

に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
」
と
、
そ
の
願

い
を
語
る
。

　

大
谷
探
検
隊
を
中
心
に

　

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
と
い
え
ば
、
仏
教
遺

跡
を
踏
査
し
た
大
谷
探
検
隊
の
将
来

品
。「
２
階
は
釈
尊
の
生
涯
か
ら
ア
ジ

ア
の
仏
教
が
テ
ー
マ
で
す
。
龍
谷
大
学

の
特
色
で
あ
る
大
谷
探
検
隊
の
将
来
品

な
ど
を
核
に
し
た
展
示
を
す
る
」（
宮

治
館
長
）。
ま
た
、
こ
う
し
た
同
探
検

隊
の
将
来
品
を
展
示
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
散
逸
し
た
も
の
や
、関
係
者
の
証
言
、

日
本
の
み
な
ら
ず
海
外
の
関
係
施
設
と

連
携
し
た
い
と
い
う
。「
こ
の
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
は
龍
谷
大
学
３
７
０
年
間
に
亘

り
蓄
積
し
て
き
た
仏
教
の
調
査
、
研
究

の
成
果
を
社
会
に
発
信
す
る
場
で
も
あ

り
た
い
」
と
も
語
る
。
ま
た
、
こ
の
階

に
は
フ
ル
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
の
４
倍
を
超

え
る
世
界
最
高
ク
ラ
ス
の
高
精
細
映
像

で
「
本
願
寺
の
法
宝
物
」
や
「
親
鸞
聖

人
の
生
涯
」
な
ど
が
楽
し
め
る
２
０
０

イ
ン
チ
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ア
タ
ー

（
定
員
約
40
名
）
も
設
置
さ
れ
る
。

　

今
年
の
テ
ー
マ
は
「
釈
尊
と
親
鸞
」

　

３
階
の
テ
ー
マ
は
「
日
本
の
仏
教
」。

仏
教
の
起
源
か
ら
現
代
の
仏
教
ま
で
を

概
観
出
来
る
展
示
と
な
る
。「
基
本
的

に
は
３
階
で
親
鸞
聖
人
と
浄
土
真
宗
の

展
開
を
中
心
に
展
示
し
ま
す
が
、
大
遠

忌
の
年
は
、
釈
尊
と
親
鸞
の
テ
ー
マ
で

１
年
間
を
考
え
て
い
ま
す
」
と
宮
治
館

長
。
な
お
、
１
年
を
６
期
く
ら
い
に
分

け
て
展
示
す
る
構
想
で
、
来
館
者
は
何

度
で
も
楽
し
め
そ
う
だ
。

　

こ
の
ほ
か
、
全
面
ガ
ラ
ス
張
り
の
１

階
に
は
公
開
講
座
や
地
域
の
歴
史
や
文

化
を
紹
介
す
る
企
画
な
ど
開
く
多
目
的

な
部
屋
を
用
意
し
、
来
館
者
が
く
つ
ろ

げ
る
よ
う
カ
フ
ェ
・
シ
ョ
ッ
プ
や
地
下

１
階
に
自
然
光
が
降
り
注
ぐ
エ
ン
ト
ラ

ン
ス
ホ
ー
ル
な
ど
の
ス
ペ
ー
ス
も
設
け

ら
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
入
館
料
は
常

設
展
が
一
般
で
５
０
０
円
と
な
っ
て
い

る
。

▲龍谷ミュージアム外観

▶
２
Ｆ
展
示
室
イ
メ
ー
ジ

　

・
伏
羲
女
媧
図
・
菩
薩
頭
部
・
ネ
パ
ー
ル
梵

　

本
無
量
寿
経
・
蓮
華
中
仏
坐
像

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｈ
Ｐ
よ
り
転
載
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三 次 組　西覚寺

伊
い か わ

川　由
ゆ う こ

子　坊守

　
今
回
お
訪
ね
し
た
の
は
、
三
次
組
・
西
覚
寺
の
伊
川

由
子
坊
守
さ
ん
で
す
。
よ
う
や
く
秋
ら
し
く
な
っ
て
き

て
、
シ
ー
ズ
ン
真
っ
最
中
の
世
羅
観
光
農
園
前
の
道
を

横
目
で
み
な
が
ら
国
道
184
号
線
を
ま
っ
す
ぐ
に
三
次
方

面
に
進
ん
で
い
く
と
、
三
次
駅
の
近
く
、
町
の
旧
市
街

地
に
お
寺
の
屋
根
が
み
え
て
き
ま
す
。
お
寺
に
お
邪
魔

す
る
と
、
坊
守
さ
ん
と
、
前
坊
守
さ
ん
、
話
し
の
途
中

か
ら
は
前
住
職
さ
ん
に
も
参
加
い
た
だ
き
楽
し
い
時
間

を
過
ご
し
ま
し
た
。（
聞
き
手
＝
立
神
多
恵
香
委
員
、

写
真
＝
長
裕
美
委
員
）

　

教
誨
師
の
祖
父
か
ら
の
ご
縁
で

　

Ｑ　

こ
ん
に
ち
は
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。
こ
こ
は
お
寺
の
前
の
道
が

一
方
通
行
な
の
で
、
初
め
て
の
時
は
判

り
に
く
い
で
す
ね
。

　

Ａ　

そ
う
で
す
ね
。
こ
れ
で
も
昔
は

こ
の
前
の
道
が
本
通
り
で
、
尾
道
や
府

中
方
面
に
行
く
バ
ス
が
通
っ
て
い
た
ん

で
す
よ
。（
前
坊
守
）

　

Ｑ　

そ
う
で
す
か
。
今
は
何
処
で
も

本
通
り
と
付
く
と
こ
ろ
は
段
々
寂
し
く

な
っ
て
い
る
み
た
い
で
す
ね
。
で
も
こ

ち
ら
は
駅
も
近
い
し
、
少
し
行
く
と
お

店
も
沢
山
あ
っ
て
便
利
で
し
ょ
う
ね
。

坊
守
さ
ん
は
ど
ち
ら
の
ご
出
身
で
す

か
。

　

Ａ　

私
は
山
陰
の
温
泉
津
と
い
う
と

こ
ろ
か
ら
こ
ち
ら
へ
来
ま
し
た
。
お
互

い
の
祖
父
が
ど
ち
ら
も
刑
務
所
の
教
誨

師
を
し
て
い
て
知
り
合
い
だ
っ
た
事
か

ら
ご
縁
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

Ｑ　

温
泉
津
と
言
え
ば
、
石
見
銀
山

が
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
有
名
に
な

り
ま
し
た
ね
。
妙
好
人
も
出
ら
れ
て
ご

法
義
が
盛
ん
だ
し
、
海
の
近
く
で
お
魚

も
美
味
し
い
所
で
し
ょ
う
。

　

Ａ　

そ
う
な
ん
で
す
。
で
も
、
家
族

み
ん
な
は
好
き
な
の
で
す
が
、
私
は
あ

ま
り
お
魚
が
好
き
で
は
な
い
ん
で
す
。

　

Ｑ　

そ
れ
は
勿
体
な
い
で
す
ね
。
温

泉
津
と
三
次
、
何
か
違
い
に
戸
惑
わ
れ

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。

　

Ａ　

そ
う
で
す
ね
。
温
泉
津
は
組
内

の
お
寺
の
数
が
11
ヶ
寺
と
規
模
が
小
さ

い
の
で
お
寺
同
士
の
付
き
合
い
が
沢
山

あ
り
ま
す
。
例
え
ば
報
恩
講
も
組
内
寺

院
が
そ
れ
ぞ
れ
２
日
間
参
り
あ
い
を
す

る
の
で
、
ご
門
徒
さ
ん
も
坊
守
も
10
、

11
、
12
月
の
３
ヶ
月
は
組
内
の
寺
院
を

回
っ
て
ご
縁
に
あ
わ
せ
て
い
た
だ
い
た

り
、奉
仕
団
で
京
都
に
お
参
り
し
た
り
。

で
も
三
次
組
は
34
ヶ
寺
と
、
と
て
も
規

模
が
大
き
い
ん
で
す
。
中
に
は
地
域
ご

と
で
活
動
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る

よ
う
で
す
が
、
市
街
地
は
な
か
な
か
み

ん
な
で
一
緒
に
と
い
う
事
が
な
い
で
す

ね
。

　

仏
婦
創
立
100
周
年
記
念
法
要
勤
修

　

Ｑ　

そ
う
で
す
ね
。
34
ヶ
寺
も
あ
れ

ば
何
を
す
る
に
も
大
が
か
り
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
よ
ね
。
で
は
、
こ
ち
ら
の

お
寺
と
し
て
の
活
動
は
ど
の
よ
う
な
事

を
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

Vol.30
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Ａ　

う
ち
の
お
寺
の
大
き
な
活
動
と

し
て
は
、
婦
人
会
活
動
が
あ
り
ま
す
。

今
年
の
９
月
26
日
に
は
西
覚
寺
聞
信
仏

教
婦
人
会
の
創
立
100
周
年
記
念
法
要
を

勤
め
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

Ｑ　

創
立
100
周
年
で
す
か
。
50
周
年

で
も
凄
い
こ
と
で
す
が
、
100
年
は
聞
い

た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

Ａ　

そ
う
だ
と
思
い
ま
す
。
明
治
43

年
８
月
に
発
足
し
て
、
当
時
の
会
則
や

会
費
の
徴
収
簿
な
ど
も
残
っ
て
い
ま

す
。

　

Ｑ　

三
次
は
大
水
害
に
遭
わ
れ
た
こ

と
が
あ
る
と
聞
き
ま
し
た
が
、
資
料
が

き
ち
ん
と
残
っ
て
い
る
の
は
凄
い
で

す
ね
。
会
則
を
見
せ
て
頂
く
と
、「
年

齢
10
歳
以
上
の
者
の
入
会
を
許
す
」
と

な
っ
て
い
て
婦
人
会
の
層
の
厚
さ
を
感

じ
さ
せ
ら
れ
ま
す
ね
。

　

Ａ　

そ
う
で
す
。
昭
和
47
年
に
裏
の

河
が
氾
濫
し
大
洪
水
が
き
て
、
こ
こ
も

鴨
居
の
所
ま
で
水
が
上
が
っ
て
大
変

だ
っ
た
そ
う
で
す
。
で
す
か
ら
発
足
当

時
の
写
真
は
あ
ま
り
残
っ
て
い
ま
せ

ん
。

　

80
歳
以
上
の
方
を
お
招
き
し
て　

　

Ｑ　

そ
れ
は
残
念
で
し
た
ね
。
皆
さ

ん
大
変
な
ご
苦
労
が
あ
っ
た
こ
と
で

し
ょ
う
。
そ
の
他
に
何
か
活
動
が
あ
り

ま
す
か
。

　

Ａ　

婦
人
会
と
し
て
は
、
年
２
回
の

法
座
開
催
、
春
の
法
座
に
併
せ
て
初
参

式
も
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
、清
掃
、

仏
具
お
磨
き
、
各
法
座
で
の
お
斎
作
り

を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
花
祭
り
、
サ

マ
ー
ス
ク
ー
ル
の
協
賛
、
珍
し
い
活
動

で
は
、
長
寿
者
表
敬
法
要
と
い
う
事
を

お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

　

Ｑ　

そ
れ
は
ど
う
い
う
法
要
で
す

か
。

　

Ａ　

こ
れ
は
護
持
会
と
仏
壮
・
仏
婦

の
合
同
で
、
満
80
歳
に
な
っ
た
門
徒
の

方
を
メ
イ
ン
に
80
歳
以
上
の
方
を
お
招

き
し
て
お
祝
い
を
す
る
も
の
で
す
。
午

前
は
法
要
を
し
て
土
曜
学
校
の
生
徒
か

ら
花
束
贈
呈
を
し
た
り
午
後
か
ら
は
懇

親
会
を
し
た
り
と
楽
し
く
す
ご
し
ま

す
。
今
年
で
21
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

初
参
式
は
25
回
・
来
年
は
仏
壮
の
30
周

年
で
す
。

　

大
人
の
土
曜
学
校
の
要
望

　

Ｑ　

沢
山
の
行
事
が
長
く
続
い
て
い

ま
す
が
、
前
住
職
さ
ん
の
時
に
始
め
ら

れ
た
事
が
多
い
で
す
ね
。

　

Ａ　

始
め
る
の
は
簡
単
で
す
が
、
続

け
る
こ
と
が
難
し
い
で
す
よ
ね
。（
前

住
職
さ
ん
）　　
　
　
　
　
　

　

Ｑ　

確
か
に
そ
う
で
す
が
、
色
ん
な

ア
イ
デ
ア
で
活
動
さ
れ
て
、
そ
れ
を
長

い
間
み
な
さ
ん
で
守
っ
て
続
け
て
来
ら

れ
た
事
は
凄
い
で
す
。
以
前
う
ち
で
も

土
曜
学
校
を
し
て
い
ま
し
た
が
今
は
休

止
し
て
い
ま
す
。

　

Ａ　

そ
う
で
す
か
。
う
ち
は
以
前
第

２
土
曜
日
が
休
み
に
な
っ
た
と
き
「
毎

月
第
２
土
曜
は
お
寺
の
日
」
と
い
う

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
あ
っ
た
で
し
ょ
う
。

そ
の
と
き
か
ら
始
め
ま
し
た
。
最
初
は

大
勢
い
た
ん
で
す
が
、
や
は
り
今
は
だ

ん
だ
ん
少
な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
ね
。

で
も
子
ど
も
会
を
し
て
い
た
ら
、
大
人

の
方
か
ら
「
子
ど
も
は
正
信
偈
が
読
め

る
の
に
大
人
が
読
め
な
い
か
ら
大
人
の

土
曜
学
校
を
し
て
欲
し
い
」
と
い
う
声

が
出
て
、
大
人
の
寺
子
屋
を
始
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

Ｑ　

そ
れ
は
お
勤
め
の
勉
強
を
さ
れ

る
ん
で
す
か
。

　

Ａ　

最
初
は
お
正
信
偈
の
読
み
方
の

勉
強
を
し
て
い
ま
し
た
け
ど
、
今
は
教

義
を
学
ん
で
い
ま
す
。
阿
弥
陀
経
・
大

経
・
観
経
が
済
ん
で
今
度
は
和
讃
を
浄

土
和
讃
か
ら
始
め
て
い
る
所
で
す
。
人

数
は
少
な
い
け
ど
、
本
当
に
聞
き
た
い

と
思
っ
て
い
る
方
が
来
ら
れ
る
の
で
、

こ
の
前
も
和
讃
の
勉
強
を
し
な
が
ら

「
こ
の
右
や
左
に
付
い
て
る
記
号
は
な

ん
で
す
か
」
と
質
問
が
出
た
の
で
、「
で

は
読
ん
で
み
ま
し
ょ
う
」
と
お
勤
め
の

勉
強
に
な
っ
た
り
と
、
和
気
あ
い
あ
い

▲伊川賢昭前住職さん

▲伊川文子前坊守さんと
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と
学
ん
で
い
ま
す
。

　

Ｑ　

勉
強
会
は
住
職
さ
ん
が
さ
れ
て

い
る
ん
で
す
か
。

　

Ａ　

い
え
住
職
は
市
役
所
で
勤
め
を

し
て
い
る
の
で
な
か
な
か
忙
し
く
、
今

年
83
歳
に
な
る
父
が
し
て
く
れ
て
い
ま

す
。

　

自
ら
が
学
ぶ
気
持
ち
で

　

Ｑ　

そ
う
な
ん
で
す
か
。
素
晴
ら
し

い
で
す
ね
。

　

Ａ　

い
や
い
や
勉
強
に
な
っ
て
い
る

か
ど
う
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
私
自

身
一
生
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
い
う

気
持
ち
で
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
だ
け

で
す
。（
前
住
職
さ
ん
）

　

Ｑ　

本
当
に
、
そ
れ
は
大
事
な
こ
と

か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
私
も
見
習
い
た

い
で
す
。
い
ろ
い
ろ
お
話
を
伺
い
ま
し

た
が
、
最
後
に
こ
れ
か
ら
の
抱
負
が
あ

れ
ば
聞
か
せ
て
下
さ
い
。

　

Ａ　

今
年
仏
婦
の
100
周
年
を
し
て
、

ま
だ
そ
の
感
動
が
抜
け
て
い
な
い
の
で

す
け
ど
、
そ
の
時
に
ご
門
徒
の
皆
さ
ん

が
一
緒
に
な
っ
て
法
話
を
よ
ろ
こ
ん
で

下
さ
っ
た
こ
と
が
と
て
も
嬉
し
か
っ
た

ん
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
１
人
で
も
多
く

の
方
が
お
寺
に
足
を
運
ん
で
く
だ
さ

り
、
教
え
に
触
れ
て
も
ら
い
た
い
と
思

い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
寺
子
屋
を
開
催

し
た
り
し
て
い
る
の
で
す
け
ど
、
こ
れ

か
ら
ど
う
し
て
い
け
ば
い
い
か
、
難
し

い
で
す
ね
。
い
ろ
い
ろ
悩
み
中
で
す
。

　

Ｑ　

ど
こ
の
お
寺
も
今
一
番
悩
ん
で

い
る
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
が
、
こ
ち

ら
の
お
寺
に
は
長
い
間
受
け
継
が
れ
た

歴
史
が
あ
っ
て
、
そ
れ
を
今
ま
で
守
っ

て
来
ら
れ
た
ん
で
す
か
ら
大
丈
夫
だ
と

思
い
ま
す
。

　
　

今
日
は
貴
重
な
お
話
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

取
材
を
終
え
て

　

お
忙
し
い
中
み
な
さ
ん
で
お
迎
え
頂

　

い
て
、
初
め
て
お
会
い
し
た
方
で
は

　

な
く
ず
ー
っ
と
前
か
ら
親
し
く
お
付

　

き
合
い
さ
せ
て
頂
い
て
い
る
友
だ
ち

　

の
家
に
お
邪
魔
し
た
よ
う
な
心
地
良

　

い
一
時
を
過
ご
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し

　

た
。
取
材
が
終
わ
っ
て
も
つ
い
つ
い

　

何
時
ま
で
も
話
し
に
花
が
咲
き
、
色

　

ん
な
行
事
が
長
く
続
い
て
い
る
一
因

　

を
感
じ
た
取
材
と
な
り
ま
し
た
。

11
月

４
日　

門
徒
推
進
員
だ
よ
り
編
集
会
議

６
日　

中
四
国
仏
青
連
盟
研
修
会

　
　
　
　
　
　
　
（
山
口　

７
日
ま
で
）

９
日　

ビ
ハ
ー
ラ
実
践
学
習（
寿
園
）

11
日　

教
堂
常
例
法
座　
（
三
條
義
見
）

13
日　

仏
青
中
央
研
修
会

　
　
　
　
　
　
　
（
本
山　

14
日
ま
で
）

14
日　

御
調
東
組
お
待
ち
受
け
法
要

　
　
　
　
　
　
　
（
御
調
東
組
福
善
寺
）

15
日　

岡
山
同
宗
連
研
修
会

　
　
　
（
岡
山
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

16
日
ま
で
）

18
日　

教
区
門
信
徒
の
つ
ど
い

24
日　

布
教
団
連
合
会
議（
本
山
）

　
　
　

相
談
員
研
修
会

　
　
　
　
　
　
　
（
西
山　

25
日
ま
で
）

　
　
　

仏
婦
お
み
が
き
奉
仕

26
日　

勤
式
練
習
会

27
日　

連
区
仏
壮
研
修
会
反
省
会

29
日　

教
堂
親
鸞
聖
人
７
５
０
回

　
　
　
　
　

大
遠
忌
法
要（
30
日
ま
で
）

30
日　

中
央
基
推
委

　
　
　
　
　
　
　
（
本
山　

１
日
ま
で
）

12
月

１
日　

広
島
同
宗
連
役
員
会

７
日　

仏
婦
会
員
研
修
会

８
日　

憲
法
問
題
に
関
す
る
学
習
会

11
日　

教
堂
常
例
法
座　
（
川
上
順
之
）

18
日　

若
婦
人
専
門
委
員
会

20
日　

教
区
報
専
門
委
員
会

21
日　

組
長
会

教
区
月
報
（
敬
称
略
）

　

原
発
は
ご
め
ん
だ

【
同
朋
部
会
】
今
年
度
で
７
回
目
を
迎

え
る
環
境
問
題
学
習
会
、
今
回
は
「
原

子
力
発
電
の
問
題
」
を
テ
ー
マ
に
10
月

28
日
（
木
）、
本
願
寺
備
後
教
堂
に
て

開
催
さ
れ
た
＝
写
真
。
講
師
は
「
原
発

は
ご
め
ん
だ
ヒ
ロ
シ
マ
市
民
の
会
」
代

表
の
木
原
省
治
さ
ん
。
原
子
力
発
電
が ▲環境問題学習会より
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22
日　

基
推
広
報
伝
道
部
会

28
日　

午
後
よ
り
宗
務
納
め

　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
月
７
日
ま
で
）

　

今
後
の
寺
院
の
あ
り
方
を
模
索

【
門
信
徒
部
会
】
平
成
22
年
度
の
「
教

区
門
信
徒
の
集
い
」
は
11
月
18
日
、
本

願
寺
備
後
教
堂
で
開
か
れ
た
＝
写
真
。

テ
ー
マ
は
「
と
も
に　

い
の
ち　

か
が

や
く
世
界
へ
」。
今
回
は
寺
院
の
活
動

に
門
信
徒
が
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い

く
の
か
、を
模
索
し
よ
う
と
お
寺
に「
教

　

自
作
の
テ
レ
ビ
番
組
視
聴

【
同
朋
部
会
】
去
る
12
月
８
日
（
水
）、

本
願
寺
備
後
教
堂
に
て
憲
法
問
題
に
関

す
る
公
開
学
習
会
が
開
か
れ
た
。
は
じ

め
に
関
西
テ
レ
ビ
報
道
局
記
者
の
豊
島

学
恵
さ
ん
＝
写
真
＝
制
作
の
ド
キ
ュ
メ

ン
タ
リ
ー
「
仏
教
と
戦
争
」（
関
西
テ

レ
ビ
に
て
放
送
）
を
視
聴
、
そ
の
後
、

制
作
ま
で
の
経
緯
や
苦
労
な
ど
お
話
を

伺
っ
た
。
今
再
び
、
憲
法
改
定
が
語
ら

れ
て
い
る
中
に
あ
っ
て
、「
仏
教
と
戦

争
」
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
は
、
今
を

安
全
で
ク
リ
ー
ン
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ

る
よ
う
に
宣
伝
し
て
い
る
現
在
に
お
い

て
、
そ
れ
が
本
当
に
そ
う
な
の
か
と
い

う
切
り
口
で
お
話
い
た
だ
き
、
原
子
力

発
電
が
抱
え
て
い
る
様
々
な
問
題
に
つ

い
て
学
び
を
深
め
た
。
参
加
者
は
お
よ

そ
15
名
。

問
い
か
け
る
も
の
と
し
て
意
義
深
い
学

習
会
と
な
っ
た
。
参
加
者
は
僧
侶
、
門

信
徒
約
30
名
。

化
推
進
委
員
会
」
を
設
置
し
て
寺
院
活

動
を
展
開
し
て
い
る
山
陰
教
区
出
雲
組

成
福
寺
（
本
多
昭
人
住
職
）
か
ら
同
寺

の
難
波
栄
門
徒
推
進
員
を
講
師
に
招
き

開
催
し
た
。
集
い
に
は
教
区
の
基
推
門

信
徒
部
会
、
総
代
会
、
門
徒
推
進
員
、

寺
婦
、
仏
壮
、
仏
婦
、
ビ
ハ
ー
ラ
備
後

の
役
職
者
ら
約
30
人
が
参
加
し
た
。
午

前
中
は
講
師
に
よ
る
講
義
。
難
波
さ
ん

は
、
住
職
か
ら
今
後
の
寺
院
の
あ
り
方

や
方
向
性
の
提
言
を
受
け
て
、
門
徒
総

代
も
仏
婦
も
仏
壮
も
衆
徒
も
、
門
徒
推

進
員
も
す
べ
て
が
情
報
を
共
有
し
同
じ

方
向
性
へ
向
か
っ
て
諸
活
動
を
進
め
て

い
る
現
状
を
報
告
し
た
。
午
後
か
ら
は

分
科
会
で
そ
れ
ぞ
れ
の
寺
院
活
動
の
現

状
を
話
し
合
い
、全
体
会
で
も
う
一
度
、

講
師
を
囲
ん
で
今
後
の
寺
院
の
あ
り
方

や
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
意
見
を
交

換
し
合
っ
た
。

《
そ
の
他
の
お
知
ら
せ
》

　

寺
院
子
弟
推
薦
入
学
制
度
導
入

【
崇
徳
学
園
】
宗
門
関
係
学
校
の
崇
徳

学
園
（
広
島
市
西
区
楠
木
町　

吉
田
義

視
校
長
）
で
は
、
寺
院
子
弟
に
広
く
門

戸
を
開
放
す
る
た
め
、
明
年
度
入
学
試

験
か
ら
、同
学
園
の
中
学
・
高
校
で
「
浄

土
真
宗
本
願
寺
派
寺
院
子
弟
推
薦
入
学

制
度
」
を
導
入
す
る
こ
と
に
し
た
。
こ

れ
は
、
宗
教
教
育
の
推
進
を
図
る
と

共
に
寺
院
子
弟
の
育
成
を
目
的
と
す
る

も
の
で
、
当
該
寺
院
が
所
属
す
る
教
区

の
教
務
所
長
が
推
薦
者
に
な
る
。
詳
細

に
つ
い
て
は
、
同
学
園
（
℡
０
８
２
―

２
３
７
―
９
３
３
１
）
ま
で
。
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足
利
義
山
和
上
百
回
忌
法
要

　

平
成
22
年
10
月
31
日
（
日
）
鴨
川
組

勝
願
寺
に
お
い
て
足
利
義
山
和
上
の
百

回
忌
法
要
が
盛
大
に
営
ま
れ
た
。
義
山

和
上
有
縁
の
寺
院
法
中
が
参
勤
し
、
備

後
雅
楽
会
奏
楽
の
も
と
、
宗
祖
讃
仰
作

法
の
音
楽
法
要
が
勤
め
ら
れ
た
。
そ
の

後
、
義
山
和
上
出
生
寺
院
で
あ
る
光
圓

寺
の
平
山
智
正
師
が
記
念
法
話
を
行

い
、
大
勢
の
門
信
徒
が
義
山
和
上
の
ご

教
区
内
ニ
ュ
ー
ス

遺
徳
を
偲
ん
だ
。

　

義
山
和
上
は
文
政
七
年
に
光
圓
寺
に

生
ま
れ
、
青
少
年
期
に
は
正
満
寺
慧
海

和
上
の
学
心
館
に
学
ば
れ
、
慧
海
和
上

に
続
い
て
学
徳
高
い
勧
学
と
な
ら
れ

た
。
明
治
四
十
三
年
八
十
七
歳
で
ご
往

生
に
な
る
ま
で
浄
土
真
宗
の
ご
法
義
相

続
に
身
命
を
捧
げ
ら
れ
、
そ
の
法
灯
は

ご
子
息
の
足
利
瑞
義
和
上
、
ご
息
女
の

甲
斐
和
里
子
師
、
孫
の
足
利
浄
圓
師
へ

と
受
け
継
が
れ
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

足
利
義
信
勝
願
寺
住
職
は
、
挨
拶
の
中

で
義
山
和
上
の
御
遺
徳
の
大
き
さ
を
偲

ぶ
と
共
に
次
の
時
代
に
教
え
を
伝
承
し

て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
を
話
さ
れ
た
。

更
に
義
山
和
上
の
ご
子
息
瑞
義
和
上
の

七
条
袈
裟
を
修
復
披
露
さ
れ
、
義
山
和

上
か
ら
瑞
義
和
上
へ
と
伝
承
さ
れ
て
き

た
伝
統
の
重
み
と
今
、
教
え
に
遇
え
る

こ
と
の
よ
ろ
こ
び
を
門
信
徒
の
方
々
と

共
有
さ
れ
た
。
法
話
の
後
、
左
余
間
に

安
置
さ
れ
た
義
山
和
上
の
御
影
三
幅
＝

写
真
に
参
拝
者
は
そ
れ
ぞ
れ
焼
香
し

た
。
三
幅
の
御
影
は
、
勝
願
寺
蔵
、
光

圓
寺
蔵
と
こ
の
度
、
発
見
さ
れ
た
新
た

な
御
影
と
し
て
紹
介
さ
れ
た
。
伝
統
が

忘
れ
ら
れ
て
い
く
現
代
社
会
の
中
に
お

い
て
義
山
和
上
の
法
要
は
我
々
に
大
き

な
法
義
相
続
の
大
切
さ
を
問
い
か
け
ら

れ
て
い
る
勝
縁
で
あ
っ
た
。

仏教婦人会総連盟
名　称　「親鸞聖人 750 回大遠忌法要記念　第 14 回世界仏教婦人会大会」
期　日　５月１６日（月）～１７日（火）
会　場　本願寺、京都府総合見本市会館パルスプラザ

仏教壮年会連盟
名　称　「親鸞聖人 750 回大遠忌法要記念　第 20 回全国仏教壮年大会」
日　時　９月３日（土）13：30 ～ 17：00
会　場　本願寺、リーガロイヤルホテル京都

少年連盟
名　称　親鸞聖人 750 回大遠忌・少年連盟設立 50 周年記念大会「少年教化指導者のつどい」
日　時　６月９日（木）14：00 ～ 20：30
会　場　本願寺、ホテルグランヴィア京都

保育連盟
名　称　「親鸞聖人 750 回大遠忌法要記念　まことの保育  第 28 回全国保育大会」
期　日　７月２３日（土）～２４日（日）
会　場　本願寺、京都全日空ホテル
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映画「ＧＡＴＥ」上映会　広島同宗連主催　

ビハーラ研修協議会

自死を考える学習会

少年連盟子ども大会・ウォークラリー

　　　 「こころと心のふれあいワーク」
日　時　１月 28 日（金）　午前 11 時～午後３時
会　場     本願寺備後教堂
講　師　季平博昭 中央相談員

　　　 「いのちの電話の現場から」
日　時　２月７日（月）　午後１時 30 分～
会　場     本願寺備後教堂
講　師　ビハーラライン福岡「こころの電話」
　　　　柴田友子　代表　

日　時　２月９日（水）　午後６時 30 分～
会　場     本願寺備後教堂
広島の原爆で起きた火を 60 年もの間、燃やし続けていた奇跡に近い事実。
その火を原爆が生まれた場所であるアメリカへ戻し、そこで消し去ることで負の
連鎖を断ち永遠に眠らせたいと、ある僧侶達が立ちあがった。
世界最初の原爆実験の場所であるニューメキシコの ʻ トリニティーサイト ʼ まで
2500㌔の道のりをまとめたドキュメンタリー映画。

日　時　３月 31 日（木）　
会　場     御調東組浄泉寺、尾道市内
　春休みにキッズサンガの取り組みとして組で近くのお寺と協力し
　 て参加されませんか。

布教団連合
名　称　「第 13 回全国布教使大会」
期　日　６月２９日（水）～３０日（木）
会　場　本願寺ほか

キッズサンガ
名　称　「親鸞聖人 750 回大遠忌法要　子どものつどい in 本願寺」
　　　　教区キッズサンガ団体参拝
期　日　７月２７日（水）～２８日（木）（第 2 回）
会　場　本願寺ほか

日　時　３月 29 日（火）
会　場    尾道市御調町ふれあいグランド（予定）

備龍会ソフトボール大会
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１月
  ８日　宗務始め
11日　教堂常例法座
17日　各専門委員会合同会議
20日　同朋三者懇専門委員会
21日　特別布教大会
　　　　　　　　　（世羅組照明寺）
24日　保護司、民生委員児童委員
　　　　　　　　　　　　のつどい
　　　  基推同朋部会
25日　寺族女性勉強会
26日　基推常任委員会
　　　  青年布教使研修会
　　　  布教団役員会
27日　キッズサンガ推進委員会
　　　  少年連盟役員会
28日　ビハーラ研修協議会
31日　同朋三者懇話会
２月
  ３日　基推門信徒部会
  ４日　勤式練習会

  ７日　自死を考える学習会
  ９日　広島同宗連 GATE 上映会
11日　教堂常例法座
20日　ほほえみ講座
22日　僧侶研修会
24日　ビハーラ実践学習 ( 藤江荘 )
25 日　布教団部門別・基幹運動
　　　　　　　　研修会、臨時総会
28日　ビハーラ連絡協議会（安芸）
　　　  組相談員協議会
３月
  ３日　ブロック教化連絡協議会
　　　　　　（山陰　４日まで）
  ９日　連研履修者研修会
10日　基推全体会
11日　教堂常例法座
　　　  勤式練習会
　　　  岡山同宗連総会
16日　ビハーラ実践学習（花の里）
23日　門徒推進員実習
                             （ビハーラ花の里）
30日　組長会
31日　子ども大会ウォークラリー　
　　　　　　　　（御調東組浄泉寺）

僧侶研修会
平成 23年 2月２２日（火）
　                            10:30~16:00
会場：本願寺備後教堂

講　師
大阪大学　平　雅行 ( たいら　まさゆき ) 教授
1951 年生。1981 年、京都大学大学院文学研究科博士後期課程修了。
文学博士 ( 大阪大学 )。京都橘女子大学、関西大学、大阪大学助教授
を経て 1996 年 1 月より現職。
専攻：日本中世史／古代中世仏教史 
著書　『親鸞とその時代』( 法蔵館、2001 年 );『世界史を書き直す
日本史を書き直す』( 共著、和泉書院、2008 年 );『概説日本歴史』( 共著、
吉川弘文館、2000 年 );『中世寺院の姿とくらし』( 共著、山川出版社、
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敬　

弔

お
悔
や
み
申
し

上
げ
ま
す

得
度
許
可
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
﹇
敬
称
略
﹈

三  

谿  

組　

正
法
寺

　
　

小
武　

瑶
道
（
瑶
道
）

　
　
　
　
　
（
平
成
22
年
８
月
11
日
付
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
﹇
敬
称
略
﹈

世  

羅  

組　

善
行
寺

　

衆　

徒　

池 

谷　

稔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
11
月
６
日
寂
）

比  

婆  

組　

西
教
寺

　

前
住
職　

藤
井　

義
證

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
11
月
23
日
寂
）

三  

谿  

組　

善
徳
寺

　

衆　

徒　

三
枝　

孝
麿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
12
月
８
日
寂
）

教
師
授
与
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
﹇
敬
称
略
﹈

芦  

田  

組　

明
浄
寺

　
　

立
神　

寿
昭
（
寿
昭
）

芦  

田  

組　

明
浄
寺　

　
　

立
神　

信
昭
（
信
昭
）

　
　
　
　
　
（
平
成
22
年
８
月
31
日
付
）

香
典
返
礼
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す

神  

石  

組 　

法
泉
寺 
様

　
　鴨  

川  

組 　

正
覚
寺 

様

比  

婆  

組 　

西
教
寺 

様

　
　

　
　

よ
り
香
典
返
礼
を
頂
き
ま
し
た
︒

　
　
　
　
　
　

 

（
敬
称
略
）

１
月　

千
葉
隆
誓

　
　
　
　
　
（
芦
田
組
光
明
寺
）

２
月　

山
下
瑞
円

　
　
　
　
　
（
奥
組
浄
福
寺
）

３
月　

岡
部
正
顕

　
　
　
　
　
（
沼
隈
南
組
南
泉
坊
）

教
堂
常
例
法
座
出
講
者

お
悔
や
み
申
し

月
６
日
寂
）

︽
お
詫
び
と
訂
正
︾

　

教
区
報
１
３
９
号
の
「
安
穏
灯
火
リ

レ
ー
」
記
事
中
、
記
念
法
話
の
講
題
に

お
い
て
、左
記
の
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

︿
誤
﹀
本
願
を
棄
て
て
雑
行
に
帰
す

︿
正
﹀
雑
行
を
棄
て
て
本
願
に
帰
す

　

教
義
の
根
幹
に
関
わ
る
誤
記
で
あ

り
、
講
師
及
び
皆
さ
ま
に
深
く
お
詫
び

申
し
あ
げ
ま
す
と
共
に
、
こ
こ
に
訂
正

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
在
家
免
物
の
取
り
次
ぎ
に
つ
い
て

　

教
務
所
に
て
在
家
免
物
の
取
り
次

ぎ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
本
山
か
ら
お

寺
、
ご
門
徒
宅
へ
直
接
届
く
よ
う
手

配
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
教
務

所
（
藤
井
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

月曜日　午後6時5分頃
木曜日　午後6時10分頃

足
利
義
山
和
上
の
言
葉
よ
り

　

長
男
日
野
義
淵
が
大
学
病
院
に
て

危
篤
に
陥
り
た
る
時
半
紙
１
枚
に
大

き
く
書
い
て
送
っ
た
文
。

マ
イ
ル
ハ
カ
ラ
イ
ヲ
ス

ル
ニ
ア
ラ
ズ
。

マ
イ
ラ
シ
テ
ク
ダ
サ
ル

ヲ
マ
ツ
バ
カ
リ
ナ
リ
。
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●
発

行
所

　
備

後
教

区
教

務
所

 〒
720-0052　

福
山

市
東

町
2

‐
4

‐
5　

　
●

発
行

人
　

教
務

所
長

　
宮

川
宏

生
　

　
　

●
編

集
　

教
区

報
専

門
委

員
会

▲館内より堀川通りを臨む

龍
谷
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

　
　

大
遠
忌
に
あ
わ
せ
四
月
に
オ
ー
プ
ン
！

　

い
よ
い
よ
４
月
に
開
館
す
る
「
龍
谷

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
の
初
代
館
長
に
就
任

し
た
宮
治
昭
館
長
を
訪
ね
た
。
こ
の

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
構
想
の
ベ
ー
ス
と
な
っ

た
の
は
や
は
り
本
願
寺
第
22
代
鏡
如
上

人
に
よ
る
「
大
谷
探
検
隊
」
の
将
来
品

で
あ
っ
た
▽
探
検
隊
の
評
価
は
別
と
し

て
、
備
後
教
区
内
に
も
こ
の
探
検
に
関

わ
っ
た
人
が
い
る
と
聞
く
。
大
谷
光
瑞

門
主
が
１
９
０
２
年
、
西
域
探
検
の
た

め
に
イ
ン
ド
に
渡
っ
て
一
世
紀
以
上
が

過
ぎ
去
っ
て
い
る
。
宮
治
館
長
に
よ
る

と
多
く
が
散
逸
し
て
い
る
と
い
う
▽
こ

の
「
大
谷
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
は
今
、
中

国
・
旅
順
博
物
館
、韓
国
・
国
立
博
物
館
、

日
本
で
は
東
京
国
立
博
物
館
、
そ
し
て

龍
谷
大
学
の
四
ヶ
所
。
日
本
で
最
初
の

仏
教
東
漸
の
学
術
調
査
隊
の
将
来
品
が

公
開
さ
れ
る
意
義
は
大
き
い
。
龍
谷
大

学
の
所
蔵
品
は
将
来
品
及
び
隊
員
所
有

品
な
ど
９
０
０
０
点
に
も
及
ぶ
と
い
う

▽
宮
治
館
長
の
夢
は
「
こ
の
四
つ
の
博

物
館
が
連
携
し
て
大
谷
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

を
公
開
」
す
る
こ
と
。
実
現
す
れ
ば
、

大
谷
探
検
隊
の
将
来
品
が
博
物
館
を
通

じ
て
中
国
、
韓
国
、
日
本
い
や
仏
教
東

漸
に
興
味
を
示
す
世
界
の
人
々
を
惹
き

つ
け
る
に
違
い
な
い
。
本
願
寺
の
正
面

に
建
ち
、
世
界
に
類
を
見
な
い
と
い
っ

て
も
過
言
で
は
な
い
仏
教
総
合
博
物
館

の
オ
ー
プ
ン
が
楽
し
み
で
あ
る
。　
　

　
　
　
　
　
　

                 　
　
（
Ｆ
）

▲ゆっくり休憩が出来る中庭

▲デジタル復元で甦った大回廊

▲地下より一階を臨む。右側一階がカフェショップ

１
階
は
カ
フ
ェ
シ
ョ
ッ
プ
、
多
目
的
室

が
あ
る
。
堀
川
通
り
か
ら
油
小
路
通
り

へ
通
り
抜
け
る
こ
と
も
で
き
る
。
門
前

町
の
活
性
化
も
期
待
さ
れ
る
。


